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主な見どころ

1､明王佐

子音時代初期に弘法大坪によって開かれたとされる鼻音京の手鑑｡本堂･五書巻

は国宝､鼻息･有性は県の卓鼻文化財｡本堂.五音容はこの地に創建された卑先

山理知晩骨箱奇のもの､江)･i時代帝都 と城下にあった中途山明工晩円九号と合

併し､現在の明工晩となった｡庫五･有性は本来の明工乾の建物である｡

2､革戸千軒出土,6尊卑

略か初年の芦田))T改修工事で出土したもので､辛J･;の中洲 こやせの手鑑が鼻逢

したことを示している｡

3､鹿工晩藤

子凍え息の皇子で堂韓の弟子となった鼻か法泉王が鳥を鈷んだところと伝わる｡

4､佐波城跡

元弘の変で凍山九に応じて手兵したと偉わる佐渡越中守可美の居城と偉わる｡

現在浄水場の建敦によって半壊し､-卑しか残っていない｡

5､草戸山城跡

辛j';JJ一帯には､佐汲城跡のほか､多くのめ冷凍と考えられる千度地が残って

いる｡その南端近くの山頂に残るのが辛j･;Jl城跡である｡中食 .初耳･井)･;林が

残り､室町後期に地元の上家汲竣氏によって暴かれたと林足される｡



早戸山城跡啄測 困草戸山



亀鉾に見える辛戸の山城

『西備名区』沼隈郡草戸村

草pI山城

渡辺越中守高､岡和泉守尚､同左馬丸皮､同信濃守兼などの居城

千娩山城

近藤左衛門対､居城､キ絶ともに分明ならず

『備暢大都息』タト錫分郡草戸村

音域をヶ所 鷹ノ取 成主波竣

『福山息耕』沼隈郡草戸村

鷹取城

渡辺信濃守､同由督守､備後せ城見応乍年中没落ス ト云 (下略･)

備後守浸山名鼻息音状 (『開場鋒』四五､三滴又右衛Fl 113号)

(前略)就中入国事､去十六日備後坪生々中底析迄出陣仕､物帯革土俵､敵城

Ff)追落､

二十二日旦東浦軍陣侯､近所悉及蒐向侯､貧は-向日町寄港侯､時宜小早川備

後守可夜中侯､恐々謹青

く丈明3年 【1471】)四月二大目 鼻豊 判

享保上総介殿

本丈の蔑み下し

｢なかんず く入国の事､去る十六日備後の坪生とやす在所迄出陣仕 り､早戸に

物寄せ侯､敵城即ち追い落とし､二十二日朝浦に亙 り碑を寄せ候､近所悉 く蒐

向致し侯､然らば一両日中寄せ為むべ く侯､時宜小早川備後守やさるべき候

恐ヤ謹言｣
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